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■
平
成
２１
年
度
事
業
計
画 

（
１
）
広
報 

 

・
建
築
協
定
だ
よ
り
発
行 

 

・
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
充
実 

 
 

（
２
）
啓
発 

 

・
研
修
会
２
回
開
催
（
新
任
研
修
、 

 
  

実
務
研
修
） 

 

・
漫
画
形
式
基
礎
知
識
の
印
刷
配
布 

 

・
既
存
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
編
等 

（
３
）
地
区
広
報
活
動
の
支
援 

 

・
協
定
地
区
表
示
プ
レ
ー
ト

製
作
配
布 

（
４
）
地
区
間
の
交
流
促
進 

 

・
運
営
委
員
長
応
用
研
修
（
地
区
間 

 
 

交
流
会
形
式
） 

   平成２１年度の役員体制 

会  長小澤 公嗣（再）ｶﾞｰﾃﾞﾝﾊｳｽ鹿の子台ハーブの里第二地区 

副 会 長高橋 清  （再）惣 山 町 

会  計木下 弘睦（再）松の宮団地地区 

幹  事宮坂 宏樹（新）御影山手4丁目東南地区 

幹  事髙谷 雅巳（新）竹の台３丁目地区 

会計監査小川 柳太（再）神戸南鈴蘭台住宅地区（その 1）

会計監査上埜 正治（再）山の街百合が丘住宅地地区 

             ※（再）は役員再任（役職の変更あり） 

平成21年度会計収支予算書

収入の部（単位：円）

科　　目 予算額 備　考

繰越金 96,724 前年度からの繰越金

助成金 800,000 神戸市からの助成金

雑収入 153,276 広告掲載代(150千円) ,手引き,ﾏﾆｭｱﾙ 売上金

計 1,050,000
(公募事業が採択された場合は，国の助成金

９００千円が追加され計1,950,000…※)

支出の部（単位：円）

科　　目 予算額 備　考

会議費 135,000 役員会、総会

会報紙発行費 300,000 「建築 協定だより･神戸 」発行（2回）

研修会･交流会費 145,000 研修会、交流会等

その他事業費 270,000 表示プレート、印刷費等

事務費 200,000 予備費を含む

計 1,050,000 (上記※の場合は、その他事業費等として９

００千円が追加され計1,950,000)

                           

  

★ 

総
会
の
開
催 

 

６
月
20
日
（
土
）
、
神
戸
国
際
会
館

大
会
場
で
、
平
成
21

年
度
（
第
20
回
）

神
戸
市
建
築
協
定
地
区
連
絡
協
議
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
今
年
度
で
締
結
か
ら
21

年
と

な
る
、
北
区
「
北
神
星
和
台
第
２
地
区
」
、

西
区
「
西
神
（
46
）
団
地
地
区
」、
垂

水
区
「
パ
ー
ク
サ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン
新
多

聞
」
の
３
地
区
の
永
年
建
築
協
定
地
区

の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

来
賓
挨
拶
に
立
っ
た
伝
田
神
戸
市
都

市
計
画
総
局
建
築
指
導
部
長
が
「
建
築

基
準
法
が
で
き
て
60

年
に
な
る
が
、
当

初
よ
り
住
民
自
治
の
考
え
を
取
り
入
れ

た
建
築
協
定
制
度
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
先
進
的
な
理
念
に
基
づ
い
た
建
築

協
定
の
運
営
で
培
わ
れ
た
も
の
を
、
是

非
自
治
会
活
動
な
ど
に
も
生
か
し
て
頂

き
た
い
。」
と
挨
拶
。 

 

続
い
て
議
案
審
議
に
入
り
、
平
成
20

年
度
の
事
業
報
告
、
会
計
決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
の
承
認
、
ま
た
新
役
員

（
別
表
）
の
選
出
が
さ
れ
ま
し
た
。 

★ 

今
年
度
の
事
業
計
画 

 

再
任
さ
れ
た
小
澤
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
こ
の
度
勇
退
さ
れ
る
高
橋
祐
一
役

員
の
10

年
間
に
わ
た
る
ご
尽
力
へ
の

感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、「
今
後
も
先

輩
方
の
築
き
あ
げ
て
き
た
も
の
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、一
層
の
建
築
協
定
制
度
、

協
議
会
の
発
展
に
努
力
し
て
い
き
た

い
。」
と
抱
負
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
平
成
21

年
度
の
活
動
方
針
、

事
業
計
画
、
こ
れ
に
基
づ
く
会
計
予
算

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
経

験
の
浅
い
委
員
長
が
多
い
と
い
う
実
情

に
応
じ
た
運
営
委
員
会
支
援
を
中
心
と

し
た
基
本
方
針
が
示
さ
れ
、
研
修
会
の

開
催
数
の
追
加
等
、
昨
年
度
以
上
に
充

実
し
た
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
予
算
に
関
連
し
、
今
年
度
、

国
の
公
募
補
助
事
業
に
協
議
会
と
し
て

応
募
し
、
採
択
さ
れ
た
場
合
は
90
万
円

の
予
算
追
加
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
場
合

の
支
出
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
（
後
日
、
採
択
決
定

…
詳
細
記
事
３
ペ
ー
ジ
） 

 

★ 

認
可
手
続
の
見
直
し
要
望 

 

通
例
議
案
に
続
い
て
今
総
会
で
は
、

「
神
戸
市
へ
の
認
可
手
続
の
見
直
し
に

関
す
る
要
望
書
の
提
出
」
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。 

 

こ
れ
は
、
従
来
の
実
印
に
よ
る
合
意
確

認
の
や
り
方
を
見
直
し
、
よ
り
簡
便
な
手

続
方
法
を
市
へ
提
案
す
る
も
の
で
す
。 

 

個
人
情
報
へ
の
意
識
の
高
ま
り
、
証
明

書
の
経
費
負
担
等
の
問
題
に
よ
り
、
協
定

締
結
に
あ
た
っ
て
苦
慮
さ
れ
て
い
る
地

区
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
「
是
非

実
現
を
」
の
多
く
の
声
と
と
も
に
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
（
…
詳
細
記
事
２
ペ
ー
ジ
） 

第
20
回 

総
会 
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★ 

今
ま
で
の
経
緯
・
背
景 

 

現
在
、
神
戸
市
内
で
建
築
協
定
を
締
結
す

る
際
、
及
び
更
新
す
る
際
の
合
意
に
は
実
印

押
印
、
印
鑑
登
録
証
明
書
添
付
に
よ
る
合
意

書
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
今
の
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
意
識
の
高
ま

り
な
ど
に
よ
り
、
協
定
そ
の
も
の
に
は
賛
成

だ
が
、
実
印
は
押
せ
な
い
（
＝
結
果
的
に
合

意
は
で
き
な
い
）
と
い
う
人
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。 

協
定
の
締
結
、
更
新
作
業
の
中
心
と
な
る

建
築
協
定
運
営
委
員
会
か
ら
も
、
重
要
な
個

人
情
報
で
あ
る
印
鑑
登
録
証
明
書
の
取
り
扱

い
に
苦
慮
し
て
い
る
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に

し
て
い
ま
し
た
。 

協
定
に
参
加
さ
れ
た
方
の
中
に
も
、
合
意

は
し
た
も
の
の
、
印
鑑
登
録
証
明
書
を
提
出

す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

神
戸
市
建
築
協
定
地
区
連
絡
協
議
会
は
、

こ
の
問
題
を
解
決
し
、
協
定
参
加
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
今
総
会
に
お
い
て
、
認

可
手
続
き
の
見
直
し
に
関
す
る
要
望
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し
、
賛
同
を
得

た
た
め
、
事
務
局
を
通
じ
神
戸
市
長
宛
て
に

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

★ 

規
則
改
正
に
よ
り
、認
印
方
式
に
よ 

 
 

る
合
意
確
認
も
可
能
に 

建
築
協
定
の
認
可
の
手
続
き
は
、「
神
戸
市

民
の
住
環
境
等
を
ま
も
り
そ
だ
て
る
条
例
施

行
規
則
」
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
提
出
し
た
要
望
書
は
、
従
来
の
実
印

押
印
、
印
鑑
登
録
証
明
書
添
付
に
よ
る
合
意

方
式
に
加
え
、
認
印
押
印
と
権
利
者
本
人
の

自
署
に
よ
る
合
意
方
式
も
可
能
と
し
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
２
つ
の
方
式
を
選
択
で
き

る
よ
う
す
る
た
め
、
規
則
の
改
正
を
求
め
る

も
の
で
す
。 

実
現
す
れ
ば
、
良
好
な
住
環
境
の
維
持
を

望
む
人
が
、
建
築
協
定
に
、
よ
り
参
加
し
や

す
く
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

             

★ 

規
則
改
正
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

～
事
務
局
（
神
戸
市
）
よ
り
～ 

要
望
書
を
受
け
、
市
で
は
現
在
、
認
可
手

続
き
の
見
直
し
を
盛
り
込
ん
だ
規
則
の
改
正

案
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
規
則
の
改
正
案

に
関
し
て
９
月

15
日
よ
り
約
30
日
間
の
意

見
公
募
を
行
い
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
十

分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
早
け
れ
ば
年
内
に
公

布
・
施
行
す
る
予
定
で
す
。 

な
お
、
規
則
改
正
後
は
、
公
聴
会
の
開
催

に
つ
い
て
土
地
所
有
者
等
の
関
係
者
全
員
に

お
知
ら
せ
い
た
だ
く
よ
う
、
申
請
者
の
方
に

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

      
 

 
 

実
印
方
式
と
認
印
方
式
案
そ
れ
ぞ 

れ
の
特
徴
等
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

  
 

 
 

実
印
方
式
は
現
在
用
い
て
い
る
合

意
方
式
で
あ
り
、
合
意
書
に
実
印
押 

印
、
印
鑑
登
録
証
明
書
を
添
付
す
る
必
要
が 

あ
る
た
め
、
提
出
者
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で 

の
心
理
的
負
担
、
費
用
的
負
担
は
重
い
も
の 

の
、
権
利
者
本
人
の
合
意
で
あ
る
と
い
う
こ 

と
の
高
い
証
明
力
を
も
ち
ま
す
。 

 

今
回
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
認
印
方
式 

は
、
合
意
書
に
お
け
る
認
印
押
印
を
可
能
と 

し
、
心
理
的
・
費
用
的
負
担
や
、
セ
キ
ュ
リ 

テ
ィ
上
の
負
担
を
軽
減
す
る
一
方
、
権
利
者 

本
人
の
合
意
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
証
明
力 

が
低
下
す
る
の
で
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
本 

人
自
署
を
求
め
る
等
の
工
夫
が
必
要
と
な
り 

ま
す
。 

協
定
認
可
手
続
の
見
直
し 

小澤会長より事務局を通じ要望書が提出されました 

実印方式 認印方式（案）

メリット
・ 本人の合意であると
いうことの証明力が高
い

・  心理的負担（実印への抵抗
感）、費用的負担（交付料）がなく、
セキュリティ上の負担（個人情報
の管理）についても、実印・印鑑登
録証明書よりは軽いため、建築協
定への参加が比較的容易

デメリット

・  地域の心理的負担、
セキュリティ上の負
担、費用的負担が重
い

・  本人の合意であるという
ことの証明力が実印に比
べて劣る

合意書
・  実印押印
・  印鑑登録証明書

　・   認印押印
　・　自署
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春
は
役
員
交
代
の
季
節
。新
し
く
建
築
協

定
の
運
営
委
員
に
な
ら
れ
て
不
安
や
戸
惑

い
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。 

そ
こ
で
、委
員
任
期
中
の
早
い
時
期
に
建

築
協
定
の
基
本
か
ら
実
務
ま
で
を
学
ん
で

い
た
だ
き
、
日
常
の
運
営
活
動
に
役
立
て
て

い
た
だ
こ
う
と
全
２
回
の
研
修
を
新
し
く

企
画
し
、６
月
総
会
後
と
７
月
に
開
催
し
ま

し
た
。
各
回
と
も
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、大
変
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

★ 

第
１
回
（
６
月
20
日
開
催
） 

第
１
回
目
は
、
新
し
く
運
営
委
員
長
に
な

ら
れ
た
方
を
主
な
対
象
と
し
、建
築
協
定
の

運
営
上
必
要
と
な
る
基
礎
的
な
知
識
を
身

に
つ
け
て
い
た
だ
く
講
義
研
修
で
す
。 

 

①
そ
も
そ
も
「
建
築
協
定
」
と
は
何
か
、

②
運
営
委
員
長
に
な
っ
て
ま
ず
何
を
し
た

ら
い
い
の
か
、③
建
築
協
定
書
の
見
方
に
つ

い
て
解
説
、
み
な
さ
ん
と
て
も
熱
心
に
受
講

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

     

★ 

第
２
回
（
７
月
25
日
開
催
） 

 

運
営
委
員
会
の
大
き
な
役
割
に
「
事
前
協

議
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
地
区
内
で
新
し

く
建
物
が
建
て
ら
れ
る
時
、
そ
の
計
画
内
容

が
協
定
に
適
合
し
て
い
る
か
を
事
前
に
確
認

し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
適
否
を
判
断
す
る
に
は
、
地
区

の
ル
ー
ル
を
理
解
し
、
建
築
図
面
を
読
み
取

る
知
識
も
あ
る
程
度
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

研
修
で
は
、
ま
ず
事
前
協
議
の
や
り
方
や

建
築
図
面
の
見
方
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
、

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
毎
に
モ
デ
ル
協
定
書
と
図

面
を
元
に
し
た
模
擬
協
議
（
図
面
審
査
）
の

体
験
、
様
々
な
疑
問
・
質
問
に
よ
る
大
意
見

交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

実
際
の
図
面
を
見
な
が
ら
外
壁
の
後
退
距

離
や
建
物
の
高
さ
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
全
く
解
ら
な
か
っ
た
事
前
協
議
の 

雰
囲
気
を 

つ
か
ん
で 

も
ら
え
た 

よ
う
で
す
。 

ま
た
、 

地
区
で
微 

妙
に
解
釈 

が
異
な
る 

ル
ー
ル
や
、 

努
力
義
務

な
ど
、
難
し
い
審
査
が
あ
る
こ
と
も
発
見
!! 

日
頃
の
疑
問
に
つ
い
て
も
活
発
に
意
見
が

交
わ
さ
れ
、
同
じ
立
場
で
あ
る
他
地
区
の
皆

さ
ん
の
経
験
や
事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談

事
例
な
ど
か
ら
、
参
考
と
な
る
多
く
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

        

★ 

各
地
区
の
運
営
活
動
を
応
援
!! 

 

協
議
会
で
は
、
今
後
も
建
築
協
定
が
円
滑

か
つ
有
効
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
、
各
地
区
の

後
方
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

   
こ
の
事
業
は
、
住
宅
建
設
、
ま
ち
づ
く
り

等
に
つ
い
て
、
国
が
モ
デ
ル
的
な
活
動
を
公

募
し
、
優
れ
た
提
案
に
対
し
て
、
活
動
の
実

施
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
と
い

う
も
の
で
、
本
協
議
会
は
、「
建
築
協
定
等
が

結
ば
れ
た
地
域
等
に
お
け
る
住
環
境
の
整

備
・
保
全
の
た
め
の
活
動
」
を
行
う
団
体
と

し
て
応
募
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
以
下
の
３
点
の
事
業
に
つ

い
て
、
90
万
円
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

①
「
漫
画
形
式
の
建
築
協
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

製
作
・
印
刷
配
布
」（
約
４０
万
円
） 

②
「
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
製
作
」 

（
約
２０
万
円
） 

③
「
建
築
協
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
変
及
び
デ

ー
タ
に
よ
る
提
供
」（
約
３０
万
円
） 

 

尚
、
神
戸
市
内
に
お
い
て
は
、
他
に
「
特

定
非
営
利
活
動
法
人 

大
原
・
桂
木
Ｏ
Ｋ
サ

ポ
ー
ト
」
が
、
支
援
対
象
団
体
に
決
定
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

 

運
営
の
基
本
～
実
務
を
学
ぶ 

研
修
６
・
７
月
連
続
開
催 

大盛況!! ●アンケート感想欄より 

・新任委員長の心情、
不安を理解した上
での説明で中身の
ある研修でした。   

・テキストや資料が大
変わかりやすかっ
た。   

・全体的な説明で、細
部はわかりにくい。  

・前委員長からの引継
ぎで大方理解をし、
２件の増築申請を
処理したが、更に深
く理解できた。   

●アンケート感想欄より 

・今まであまり興味がなかっ
たのが少し理解できた。   

・少人数で質問しやすかった。  
・活発な討議ができて有意義
でした。   

・講義も良いが、グループで
の協議時間をもっと長く！   

・地域により各問題点があり、
その件を聞くことができ参
考になりました。   

・開催日の日程は早めに通知
して欲しい。   

・少しずつ勉強できました。  

住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
担
い
手
事
業 

～
国
の
補
助
事
業
～ 

「
特
定
非
営
利
活
動
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
法
人 

 

大
原
・
桂
木
Ｏ
Ｋ
サ
ポ
ー
ト
」 

今
年
３
月
に
発
足
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

で
、
こ
れ
ま
で
北
区
大
原
・
桂
木
地
域

に
お
い
て
ま
ち
づ
く
り
活
動
等
を
主
導

し
て
き
た
地
域
の
人
々
を
中
心
と
し
て

構
成
さ
れ
て
お
り
、「
い
つ
ま
で
も
安
全

で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
街
」
を

創
る
た
め
の
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

本
事
業
に
お
い
て
は
、
建
築
協
定
運

営
・
更
新
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に

よ
る
建
築
協
定
の
維
持
、
住
環
境
の
保

全
を
目
的
と
し
て
お
り
、
ま
ず
は
神
戸

北
町
地
区
を
中
心
に
取
組
み
を
実
施

し
、
今
後
、
徐
々
に
範
囲
を
広
げ
て
い

く
予
定
で
す
。 



(4)平成２１年（２００９年）９月１５日                    建築協定だより・神戸                              第 38 号 

 今年度の事務局メン
バーです。 
 建築協定で困ったこ
とがあれば，駆け込ん
でくださいね。 

   

建
築
協
定
制
度
の
し
く
み
を
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
た
マ
ン
ガ
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

昨
年
度
の
啓
発
事
業
の
一
環
と
し
て
「
基

礎
知
識
の
提
供
」
が
あ
り
、
さ
て
ど
の
よ
う

な
も
の
が
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
、
協
議
会
で

検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
専
門
的
知
識
も
必

要
な
建
築
協
定
を
、
文
字
で
説
明
し
よ
う
と

し
て
も
限
界
が
あ
る
。
昨
今
、
色
々
な
ノ
ウ

ハ
ウ
本
で
マ
ン
ガ
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、

建
築
協
定
の
説
明
に
も
用
い
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。」
と
の
役
員
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

最
初
は
建
築
協
定
Ｑ
＆
Ａ
に
４
コ
マ
漫
画

を
添
え
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

断
片
的
な
も
の
よ
り
も
、
制
度
全
体
の
概
要

を
把
握
で
き
る
ス
ト
ー
リ
ー
漫
画
の
方
が
、

基
礎
知
識
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
や

す
い
の
で
は
と
考

え
ま
し
た
。 

★
タ
イ
ト
ル
は
「
建
築
協
定 

駆
け
込
み
寺
」 

 

話
が
硬
く
な
り
が
ち
な
建
築
協
定
な
の
で

架
空
の
お
寺
を
設
定
し
、
柔
ら
か
め
の
内
容

と
し
ま
し
た
。
建
築
業
者
か
ら
事
前
協
議
を

申
し
込
ま
れ
た
、
な
り
た
て
委
員
長
の
夫
婦

が
主
人
公
で
す
。 

 

「
い
き
な
り
業
者
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
っ

た
け
ど
、
あ
な
た
ど
う
し
ま
し
ょ
う
」
こ
ん

な
夫
婦
の
会
話
で
漫
画
は
始
ま
り
ま
す
が
、

不
安
い
っ
ぱ
い
の
夫
婦
は
山
寺
に
駆
け
込

み
、
〝
協
定
和
尚
〟
の
教
え
を
乞
い
ま
す
。

「
建
築
協
定
と
は
何
ぞ
や
」
と
の
問
答
を
経

た
後
、
夫
婦
は
協
定
の
意
義
を
理
解
し
、
ま

ち
づ
く 

り
の
一 

端
を
担 

う
と
い 

う
自
負 

を
持
っ 

て
下
山 

す
る
・
・・
こ
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。 

★ 

マ
ン
ガ
配
布
の
予
定 

 

既
に
６
月
の
総
会
で
、こ
の
マ
ン
ガ
の
カ

ラ
ー
版
を
お
配
り
し
ま
し
た
が
、
年
内
に
は

白
黒
版
を
各
地
区
委
員
長
へ
配
布
す
る
予

定
で
す
。制
度
の
あ
ら
ま
し
を
ど
な
た
に
も

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
マ
ン
ガ

で
す
の
で
、
地
区
内
で
回
覧
し
て
い
た
だ
く

等
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、近
々
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
ま
す
。ご
好
評
を
い
た
だ
け
れ
ば
続

編
も
検
討
し
ま
す
の
で
、ご
覧
に
な
っ
た
感

想
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 

               

前
号
で
建
築
協
定
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
お
知
ら
せ
し
ま 

し
た
が
、
そ
の
後
の
市
の
メ
ン
テ
ナ 

ン
ス
に
よ
り
、
見
に
く
い
状
況
が
続 

い
て
い
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た 

し
ま
す
。
現
在
は
復
旧
し
て
い
ま
す 

の
で
、
改
め
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ょ 

う
か
。 

      

       

今年もやります！！ 

建築協定研修交流会 

１１月２８日(土)開催 
 
他地区の運営活動事例紹介や、建築協定に関

する様々なテーマで自由に語り合うなど、地区

間交流をメインにした応用研修会を企画してい

ます。他地区との交流を通し、建築協定の運営

に役立つ情報が得られる貴重な機会ですので、 

ぜひご参加ください！ 
詳細は、1１月上旬頃に 

運営委員長宛てご案内します。 

事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ 

建
築
協
定
マ
ン
ガ
原
稿
完
成 

【
ご
注
意
】 

(

財)

神
戸
市
防
災
安
全
公
社
で
は
、
個
人
宅
を
訪
問
し

て
の
消
火
器
販
売
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 

     

環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り

を
、
皆
さ
ん
も
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

感
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
。
当
協

定
だ
よ
り
は
、
今
号
よ
り
、
再
生

紙
利
用
と
共
に
、
非
石
油
系
イ
ン

キ
の
「
大
豆
（
Ｓ
Ｏ
Ｙ
）
イ
ン
ク
」

を
採
用
し
、
そ
の
マ
ー
ク
を
紙
面 

に
表
示
し
て
い
ま
す
。
我
々
の
建
築
協

定
も
、
そ
れ
に
よ
り
住
み
よ
い
環
境
が

維
持
さ
れ
、
永
く
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
一
連

の
社
会
の
動
き
に
呼
応
し
た
、
環
境
配

慮
の
活
動
で
あ
り
、
そ
れ
を
表
示
し
て

い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。（
実
は
、

皆
さ
ん
の
地
区
に
貼
っ
て
頂
い
て
い
る

協
定
プ
レ
ー
ト
が
そ
の
マ
ー
ク
な
の
か

も
！
） 

 
 
 
 
 
 

（
事
務
局
） 

中川 鷲尾 

野澤 橘 相羽 

http://www.city.kobe.lg.jp
/life/town/create/construc
tion/index.html 
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